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～人事労務担当者向け～

働く女性の健康支援に関する研修用 教材 令和4年作成

今、期待されている
職域における、
女性の健康についての

リテラシー向上
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産婦人科/働く女性専門外来 星野 寛美

動画制作

独立行政法人労働者健康安全機構
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皆様にお伝えしたいこと

＊働く女性の生の声：

関東労災病院「働く女性専門外来」の診察室から・・・

＊女性特有の健康課題

＊各種病気についての基礎知識

3



働く女性の健康課題

＊ 医学的見地から

＊ ジェンダーの見地から

＊ 「働く」ことの見地から
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働く女性の健康課題

＊ 医学的見地から：

・女性ホルモン関連

（月経、妊娠、更年期）

・性差医療により、明らかになっていること

（罹患率、基準値の性差）

・予防可能な病気

（子宮頸がん）

・早期発見が望ましい病気：健診項目

（甲状腺疾患、乳がん、子宮頸がん）
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働く女性の健康課題

＊ ジェンダーの見地から：

・性差による「見えない天井」の意識

家事 育児 介護

・「独身女性」「子育て経験なし」に対する

思い込み？
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働く女性の健康課題

＊ 「働く」ことの見地から：

・ 女性特有の症状を、男性上司、同僚、部下に、

伝えにくい

・ 職場の理解が得られないために、働き方を

変えてしまう 正社員、昇進を諦める

・ 育児、介護に対する整備は進んでいるが・・・
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こんなケースもあります・・・

２０代半ば

会社員

自分の課では、女性は自分だけ。

「仕事で半年前からパワハラを受け、

ＰＭＳがひどくなった。」

ＰＭＳ：月経前症候群

具体的には、「気分の落ち込み」が主な症状とのこと

パワハラ：具体的には、「仕事を与えてもらえない」

「ミーティングの時間を教えてもらえない」など、

とのこと
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(ケースつづき）

「上司に相談しても改善されず、とにかく耐えてきた
が、生理前以外にも不安感が強くなり、仕事が手
につかない状態になってしまった。」

先月は、数日連続して、仕事に行けないこともあっ
た。

仕事のことが頭から離れず、眠れない。

→薬による治療 精神科受診のご案内

病院外の労働相談の情報を提供
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関東労災病院
「女性医師による働く女性専門外来」

受診者の報告

対象：平成27年(2015年)1月～
令和元年（2019年）6月

初診 189名
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対象：2015年1月～2019年6月の初診 189名

15～83歳
平均：44.7歳
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疾患内訳 （複数疾患あり）
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症状と仕事との関連 対象：初診189名
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仕事上のストレス内容
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仕事上のストレスが原因で、体調不良に陥ったと自覚している方 72名

重複回答あり
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「仕事のストレスが
要因で増悪した」
疾患・症状

① 不安障害
② 更年期症候群
③ 気分障害
（うつ病、うつ状態）

④ 月経前症候群
⑤ 適応障害

「体調不良のために
仕事に影響が出た」
疾患・症状

VS

① 不安障害
② 更年期症候群
③ 月経前症候群
④ 気分障害
（うつ病、うつ状態）

⑤ めまい
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「仕事のストレスが要因で増悪した
疾患・症状のために、

仕事に影響が出ている」

① 不安障害

② 更年期症候群

③ 月経前症候群

④ 気分障害（うつ病、うつ状態）
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平成30年度厚生労働省委託女性就業支援全国展開事業

一般財団法人 女性労働協会

女性就業支援バックアップナビ
http://joseishugyo.mhlw.go.jp/program/pr
ogram30.html

（スライド73枚）
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（卵胞ホルモン）

（黄体ホルモン）
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年齢による女性ホルモン（エストロゲン）の変化

幼年期 (0～8歳頃)

思春期 (8～18歳頃)

成熟期 (18～45歳頃)

更年期 (45～55歳頃)
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月経困難症への対処

≪診断≫

子宮筋腫、卵巣腫瘍など、手術が必要な病気が

ないかどうか、確認（超音波検査など）

≪治療≫

低用量ホルモン剤(ピル)：

月経周期の調整、長期無月経の状態にするなど

漢方薬：各種あり 即効性もある

鎮痛剤：早めの服用開始

＊生理休暇の活用
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月経前症候群(PMS)の治療

≪治療≫

低用量ホルモン剤(ピル)：ホルモン変動を薬で調整

漢方薬：各種あり 即効性もある

利尿剤：浮腫に有効

抗うつ剤：症状の現れる時期のみ服用

など

＜ケース紹介＞

・出社困難となった女性

・出産後に症状が悪化（子育て、職場復帰）
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中間管理職 病気を知っている？

女性中間
管理職 232人

男性中間
管理職 796人

知っている １ 高血圧 224人 高血圧 711人

２ 胃癌
223人

メタボリック
症候群 711人

３ 大腸癌 223人 胃癌 698人

知らない 3 卵巣腫瘍 4人 卵巣腫瘍 270人

2 子宮体癌 13人 子宮体癌 345人

1 チョコレート
のう胞 32人

チョコレート
のう胞 534人

子宮筋腫、子宮内膜症、子宮頸癌、子宮体癌
卵巣腫瘍、チョコレートのう胞、卵巣癌、更年期障害
胃癌、大腸癌、高血圧、メタボリック症候群

平成28年労災疾病臨床研究事業費補助金研究
「女性特有の疾病等が就労に及ぼす影響及びその治療と就労の両立に関する調査研究」研究代表者 宮内文久先生 29



子宮・卵巣の主な病気

子宮筋腫

子宮内膜症 子宮腺筋症

子宮癌

頸癌 体癌

卵巣腫瘍

良性 低悪性 悪性（卵巣癌）

その他；子宮頚管ポリープ
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子宮筋腫とは

女性の4人に１人が、持っている

≪種類≫

・粘膜下（A） ・筋層内（B） ・漿膜下（C）

≪症状≫ 無症状の人が多い

・過多月経（A）～貧血

・月経痛（A、B、C）

・しこり（C）

～ウェストの増大

＊不妊の要因、妊娠中の痛み、出産時の大出血 31



子宮筋腫の治療

月経がある間は、徐々に増大することが多い

閉経後、小さくなる

≪治療≫

・低用量ホルモン剤(ピル)：過多月経、増大を防ぐ

・偽閉経療法：半年間、無月経とし、縮小させる

・手術：筋腫のみ／子宮全体

腹腔鏡／開腹／子宮鏡／経腟

＊その後の出産は、帝王切開になることが多い
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子宮内膜症とは

子宮内膜に似た組織が、

子宮の内腔以外の場所で発生し、増殖する

≪症状≫

月経痛 腹痛 性交痛

＊不妊との関連が指摘されている

≪治療≫

・低用量ホルモン療法

（ピル）

・偽閉経療法

・黄体ホルモン療法
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子宮内膜症に対する手術療法

≪治療：つづき≫

・手術：腹腔鏡／開腹

卵巣：チョコレートのう胞

＊まれに卵巣がんに変化することがある

→のう胞の摘出、がんの有無の確認

腹膜の病巣：ブルーベリースポット

→焼灼(しょうしゃく)
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更年期症状がある女性の割合

• 40代女性の約4割、50代女性の半数以上が更年
期症状を抱えている

37.8 ％

54.2 ％

「男女の健康意識に関する調査報告書」平成29年度内閣府委託事業をもとに作成 36



37



38



更年期障害の治療

ホルモン補充療法

内服 貼り薬 塗り薬

副作用に注意

漢方薬

苦い粉薬 １日３回服用

即効性もある

抗うつ剤（SSRIなど)

「更年期うつ」には、早期治療を！

カウンセリング 運動療法 動物療法

音楽療法 など
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HPVワクチン接種により、予防可能）
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妊娠・出産に望ましい年齢

•卵巣機能の低下

妊孕性（にんようせい）

•出産に伴うリスク

•子育てに要する体力

＊特別養子縁組支援の現場からの提案
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年齢に伴う流産率
（産科と婦人科 第６０巻 増刊号）
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女性外来での診療経験から

・起床時、体調不良で遅刻する勤労者

：「働きたい」という意欲はある

・・・PMS、月経困難症で起こることもある

・深刻な月経痛；子宮腺筋症の治療の難しさ

「生理休暇」の適切な利用の困難さ

：痛みは客観化できない

月経周期は、プライバシー配慮を要す
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皆様に知っておいて頂きたい、
婦人科の情報など

・月経困難症への治療：

低用量ホルモン剤(ピル)により、月経時期を調
整する、4ヶ月無月経にすることができる

・PMS（月経前症候群）への治療：

月経前の体調不良が、「怠勤」状態と紛らわしい

・更年期障害：治療できます！

ホルモン療法、漢方療法、抗うつ剤など
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「職場で使える研修用資料・動画一覧」

https://joseishugyo.mhlw.go.jp/program/

一般財団法人 女性労働協会
（厚生労働省委託 女性就業支援全国展開事業）

「女性の健康応援サイト」
https://joseishugyo.mhlw.go.jp/h
ealth/index.html
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働く女性のために、
適切なご対応を頂くに当たり、

この情報のご提供が

いくらかでも役に立つようであれば、
嬉しく思います。
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